
○テーマ・概要

○内 容

午前中のセッションでは、現在それぞれが「困っていること」をまずグル―プで共有した。次に参加

者それぞれが困っていることを解決するための知識を得ていくことができるように、竹原助教が精神科

領域の視点でせん妄についての構造の知識を、小野助教が急性期領域の視点で観察の知識を、中筋助教

が老年領域の視点で患者世界の知識を提供した。その後、再度グループワークを行い、オープニングに

おいて共有した「困っていること」についての捉え直しを行うと共に、解決のためにはどのような考え

方が必要となるかについて検討した。

午後からは、実際に患者をアセスメントしてケアを展開していくための方法がわかるように、竹原助

教が薬物療法と安全対策について、中筋助教が安心できる環境づくりについて、小野助教が具体的なケ

アの展開例について講義を行った。その後、手術を受けた高齢者がせん妄を発症するという事例を提供

し、これまでの講義で提供された知識を活用して具体的なケアプランを検討するというグループワーク

を行った。最後にグループ発表を行い、それぞれが検討したことをグループ間で共有し、質疑応答を行

ったのち、セミナーを終了した。

平成 28 年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座

老年領域、精神科領域、術後急性期領域から看る

「せん妄」の特徴とケア
日 程: 平成 29年 1月 21 日（土）10 時－16 時

受講者数:16 名

様々な医療現場で問題となる「せん妄」という症状について、老年領域、精神科領域、術後急性期領

域の 3 方向から検討していくことによって、臨床の看護師が持つ「せん妄」の捉え方の視野を拡げ、症

状の予防や改善を促すケアを検討していけるように講義が展開された。


